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北区民ふれあいまつり２０１６
資源物回収のお知らせ

当日会場で資源物回収を行います。

回収品目
・古紙類（新聞、段ボール、雑がみ）

・紙パック　・使用済てんぷら油

・古着類　・電池類　

・蛍光灯（電球は対象外）

・水銀体温計（水銀血圧計）

・小型家電（高さ 30㎝×幅 40㎝×奥行 40㎝以下のもの）

・�記憶媒体類（ＣＤ、ＤＶＤ、フロッピー、ビデオテー

プなど）

・インクカートリッジ　

・一升びん・ビールびん

・使い捨てライター　　

＊‌�北区民ふれあいまつり 2016 の詳細は、� �

1 面をご覧ください。

５
月
は
憲
法
月
間
で
す

～
Ｗ
Ａ（
わ・和・輪・話
）

の
こ
こ
ろ
を
広
げ
ま
し
ょ
う
～

　

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
有
し
て
い
る
「
基
本
的
人

権
」
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
で
す
。
こ
の
権

利
を
保
障
し
て
い
る
「
日
本
国

憲
法
」
が
昭
和
22
（
１
９
４
７
）

京
都
市
は
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条

例
」
を
制
定
し
て
、
自

治
会
・
町
内
会
を
中
心

と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

京
都
市
は
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条

例
」
を
制
定
し
て
、
自

治
会
・
町
内
会
を
中
心

と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

北
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

　 

　
　
ご
支
援
く
だ
さ
い

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
区
が
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
「
豊
か
な
自
然
の
恵
み
と

伝
統
あ
る
文
化
の
中
で
、
人
々
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、
活
力
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
の
取
組
に
活
用
し
ま
す
。

京
都
市
北
区 

ふ
る
さ
と
納
税

検
索

北区の数字 世帯数 56,969世帯　総人口 119,176人　男性 56,759人　女性 62,417人� ＊平成28年4月１日推計

日
時　
７
月
13
日
（
水
）　

　

午
後
２
時
～
３
時

　

�（
受
付
開
始
：
午
後
１
時
15

分
）

会
場　
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都

　

�

サ
ウ
ス
ホ
ー
ル
（
左
京
区
岡

崎
最
勝
寺
町
）

申�

込
み　
６
月
１
日
（
水
）
～

15
日
（
水
）
に
福
祉
介
護
課

へ
申
し
込
み
下
さ
い
。
入
場

整
理
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

（
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要

で
す
。）

問
合
せ　
福
祉
介
護
課

☎
432-

１
３
０
６

自
転
車
事
故
に
ご
注
意
！

　

昨
年
、
北
区
で
は
365
件
の
交

通
事
故
が
発
生
し
、
こ
の
う
ち

111
件
（
約
３
割
）
が
自
転
車
に

関
係
す
る
事
故
で
し
た
。
そ
の

う
ち
５
件
は
歩
行
者
と
の
事
故

で
、
４
件
は
自
転
車
同
士
の
事

故
で
し
た
。

　

ま
た
、
事
故
の
約
半
数
は
、

信
号
の
な
い
交
差
点
で
、
ま
た
、

約
１
割
は
歩
道
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

自
転
車
で
交
通
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
、
刑
事
責
任
や
行
政

処
分
の
対
象
と
な
り
、
損
害
賠

償
な
ど
民
事
責
任
も
免
れ
な
い

道
路
陥
没
に
ご
注
意
を

　

北
部
土
木
事
務
所
で
は
、
皆

様
が
安
心
安
全
に
道
路
を
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
道
路

の
維
持
補
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
々
の
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
危
険
箇
所
の
早

期
発
見
・
早
期
修
繕
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
道
路
陥
没
に
つ
い
て

は
、
放
置
し
て
お
く
と
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
た
め
、
舗
装

私
道
の
舗
装
新
設
・
補
修
工
事

の
助
成
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
私
道
の
舗
装
新
設

工
事
や
補
修
工
事
を
す
る
際
に

標
準
工
事
費
の
75
％
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
舗
装
工
事

に
伴
う
排
水
施
設
＝
L
型
街
渠

の
新
設
・
補
修
を
含
む
。）
助

成
を
受
け
る
に
は
、
条
件
が
あ

り
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る

際
に
は
、
土
木
事
務
所
・
区
役

移
動
式
拠
点
回
収
を

実
施
し
ま
す
（
無
料
）

　

日
頃
、
出
し
方
に
困
る
こ
と

の
多
い
有
害
・
危
険
ご
み
や
資

源
物
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

回
収
品
目
な
ど
の
詳
し
い
内

容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
京
都
市

情
報
館
（「
移
動
式
拠
点
回
収
」

で
検
索
）、
ま
た
は
北
部
ま
ち

美
化
事
務
所
・
北
エ
コ
ま
ち
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
置
い
て
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
ん
に
ち
は　
鷹
峯
民
生
児

童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
で
す

　

平
成
27
年
度
は
、
地
域
介
護

予
防
推
進
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の

下
、
年
６
回
「
す
こ
や
か
サ
ロ

ン
」
を
開
催
し
、
み
ん
な
で
一

緒
に
笑
い
合
い
な
が
ら
、
介
護

予
防
運
動
や
頭
の
体
操
、
時
に

は
勉
強
を
し
た
り
、
茶
話
会
で

お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
し
ま
し

た
。

　

10
月
に
は
、「
す
こ
や
か
サ

ロ
ン
分
科
会
」
を
立
ち
上
げ
、

認
知
症
予
防
体
操
を
主
と
し

た
活
動
を
月
１
回
行
い
、
11
月

に
は
、「
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
」

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り

北

北 

区

北

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
現
在
、
悪
質
・

危
険
性
の
高
い
自
転
車
運
転
者

に
対
す
る
指
導
・
取
締
り
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
信
号
無
視
や

酒
酔
い
運
転
、
一
時
不
停
止
、

歩
道
で
の
歩
行
者
妨
害
な
ど
の

危
険
行
為
を
３
年
以
内
に
２
回

以
上
繰
り
返
す
と
、「
自
転
車

運
転
者
講
習
」
の
受
講
を
命
じ

ら
れ
ま
す
。

　

自
転
車
は
車
両
で
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
安
全
に
自

転
車
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

京
都
府
警
察
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
千
年
を
守
る
未
来
を
創
る
」

問
合
せ　
北
警
察
署
交
通
課

☎
493-

０
１
１
０

　春になると、冬眠から目覚めた女王バチが巣を作り始めます。ハチは害虫を食べてくれる

益虫でもあります。巣を見つけたら、むやみに駆除するのではなく、次の点に留意しながら、

巣の形や、出入りするハチの様子を観察してみてください。

★よく見られるハチの種類

種類 スズメバチ アシナガバチ ミツバチ

巣の特徴

うろこ模様で球状。出入口

は一つ。右は初期の巣。

シャワーの噴出し口のよう

な形で巣穴がたくさん見え

る。

巣分かれ（分蜂）

の時、群れで移動

し、壁や樹の幹、

電柱などに塊とな

る。

巣の場所
天井裏、軒先、樹木、地中

など
軒先や植え込みなど 天井裏や樹洞など

ハチの性格
攻撃性があり、巣に近づく

と羽音で威嚇する。

攻撃性はほとんどなく、非

常におとなしい。

人を刺すことはほ

とんどない。

★スズメバチの巣の駆除
　衛生課に連絡してください。衛生課から専

門業者に駆除を依頼します。駆除までに数日

かかることがありますので、それまでは巣に

近寄らないでください。

★アシナガバチの巣の駆除
　皆さまでの駆除をお願いしています。

①�ハチの行動が鈍くなる夜間に、懐中電灯な

どで巣を照らさずに行う。

②�巣から１ｍほど離れた風上から、スプレー

式殺虫剤を直接、巣に噴射する。

　（目安：10cm 位の巣で 10 秒程度）

③�翌日、ハチがいなくなったことを確認し、

ほうきなどの長い棒で落とす。

（落ちたハチは素手でつかまないでください）

★ハチに刺されたら
　直ちに針を抜き、刺されたところをつまん

で毒液を絞り出し、流水で洗い流してくださ

い。その後、患部を冷やして炎症を抑えてく

ださい。かゆみ、痛みが強い時は市販薬を塗

ることも一つの方法です。

　アレルギー体質の強い方や過去にハチに刺

されたことのある方はアレルギー反応（アナ

フィラキシーショック）を起こす場合があり

ますので、すぐに病院で治療を受けてくださ

い。

問合せ　衛生課　☎ 432-1467

を
見
学
し
、
防
災
に
関
す
る
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
高
齢

者
に
「
き
ょ
う
よ
う
」「
き
ょ

う
い
く
」
の
場
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

日
々
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
男
性
の
参
加
者
が
少
な

い
た
め
、
今
後
、
よ
り
男
性
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員
を
中

心
に
、
新
米
お
母
さ
ん
の
意
見

交
流
の
場
と
し
て
、「
ぴ
よ
ぴ

よ
サ
ロ
ン
」
を
年
３
回
開
催
し
、

小
物
作
り
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、
お
母
さ
ん
が
ホ
ッ
と
で
き

る
よ
う
な
時
間
を
作
る
た
め
の

お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、「
手
を
つ

な
ご
う
鷹
峯
家
族
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
今
後
も
、
鷹

峯
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
福

祉
員
、
鷹
峯
女
性
会
な
ど
と
一

体
と
な
り
、老
健
「
が
く
さ
い
」、

原
谷
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
積
極
的
な
地
域
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　
福
祉
介
護
課

☎
432-

１
３
０
６

たす

こころ＋こころ＋こころ＋こころ＋
〜
北
区
の
地
域

　

   

福
祉
の
推
進
〜

の
緊
急
修
繕
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

道
路
に
穴
を
発
見
さ
れ
た
場

合
は
、
陥
没
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
至
急
、
北
部
土
木
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
北
部
土
木
事
務
所

☎
492-

３
１
１
１

こ
ん
に
ち
は

で
す

　土
木
事
務
所

北部

所
（
・
支
所
）
で
配
布
さ
れ
る

手
引
き
を
ご
覧
の
上
、
北
部
土

木
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受�

付
期
間　

５
月
16
日
（
月
）

～
平
成
29
年
３
月
15
日
（
水
）

問
合
せ　
北
部
土
木
事
務
所

☎
492-

３
１
１
１

対
象
（
22
品
目
）

○
有
害
・
危
険
ご
み

　

�

石
油
類
、
医
薬
品
、
化
学
薬

品
、
塗
料
、
洗
浄
剤
な
ど

○
資
源
物

　

古
紙
類
、
古
着
類
、
使
用
済

　

て
ん
ぷ
ら
油
、
小
型
家
電
、

　

乾
電
池
な
ど

日�

時　
６
月
12
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時　

場�

所　
金
閣
小
学
校
（
北
区
平

野
上
柳
町
61-

１
）　

問
合
せ

　

北
部
ま
ち
美
化
事
務
所

☎
724-

８
８
８
１

　

北
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
366-

０
１
５
５

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
…

～
一
緒
に
取
組
を

始
め
ま
せ
ん
か
？
～

　

平
均
寿
命
が
男
女
共
に
80
歳

を
超
え
、
高
齢
期
の
健
康
維
持
・

向
上
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
各
行
政
区
１
カ
所

（
伏
見
区
は
２
カ
所
）
に
地
域

介
護
予
防
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設

け
、
現
在
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使

わ
れ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
介
護
予
防
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
＝
介

護
予
防
事
業
に
取
り
組
む
」
と

の
考
え
の
下
、「
運
動
」「
栄
養
」

「
口
腔
」
に
関
す
る
主
な
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
痛
み
や

持
病
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
身

体
を
動
か
す
た
め
に
は
、
食
事

を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
そ
の
食
事
を
安

庭
ご
み
集
積
場
所
（
お
お
む
ね

５
世
帯
以
上
で
利
用
さ
れ
て
い

る
も
の
）
ご
と
に
、
カ
ラ
ス
ネ

ッ
ト
（
防
鳥
用
ネ
ッ
ト
）
を
無

償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

近
所
に
お
住
ま
い
の
方
々
と

ご
相
談
の
上
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問�

合
せ

　

北
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
366-

０
１
５
５

全
に
美
味
し
く
食
べ
る
た
め
に

は
、「
口
腔
機
能
（
噛
む
・
飲

み
込
む
な
ど
）」
の
働
き
が
大

切
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
脳
や
こ
こ

ろ
が
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、

「
認
知
症
」「
う
つ
」「
閉
じ
こ

も
り
」
を
予
防
す
る
こ
と
も
大

切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
体
操
教

室
を
、
上
賀
茂
会
館
・
柊
野
ケ

ア
ハ
ウ
ス
「
ア
ー
バ
ン
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」・
き
ぬ
が
さ
会
館
・

鷹
峯
（
が
く
さ
い
老
健
）・
京

都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
わ
い
わ
い

体
操
）
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
不
要
で
す
。

ｋきｉ
ｔたａ
ｒろｏ
や
わ
ら
か
頭
教
室

　

北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
簡
単
な
「
音
読
・
計
算
活

動
」
を
通
し
て
、
脳
の
活
性
化

と
日
常
生
活
機
能
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
週
木
曜
日
午
前
中
に
開

催
中
。
年
４
回
（
３
・
６
・
９
・

12
月
）
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
７
～
９
月
に
開
催
す
る

ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
６
月
１

日
（
水
）
か
ら
募
集
し
ま
す
の

で
、
参
加
希
望
の
方
は
、
同
セ

ン
タ
ー
（
☎
492-

８
８
４
５
）

ま
で
来
所
し
、
直
接
、
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

問�

合
せ　
北
区
地
域
介
護
予
防

推
進
セ
ン
タ
ー　

☎
494-

０
３
２
３

道路の陥没の写真
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京
都
市
戦
没
者
追
悼
式

　

市
で
は
、
市
民
の
方
々
と
共

に
、
先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
を
心
か
ら
追
悼
し
、

そ
の
尊
い
犠
牲
を
無
に
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
世
界
の
恒
久
平

和
を
願
い
、
戦
没
者
追
悼
式
を

行
い
ま
す
。

参
列
者
遺
族
の
範
囲

　

戦
没
者
の
配
偶
者
、
父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
そ
の
他

三
親
等
内
親
族
お
よ
び
そ
の
配

偶
者
。
そ
の
他
親
族
等
で
特
に

希
望
す
る
者
。

ハチの巣を見つけたら・・・

　

め
ざ
せ
！
エ
コ
イ
ベ
ン
ト

　

お
祭
り
や
学
園
祭
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
短
期
間
で
ご
み
が

大
量
に
発
生
す
る
な
ど
環
境
に

大
き
な
負
荷
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

ご
み
の
減
量
や
参
加
者
の
環

境
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

次
の
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
賢
く
活
用
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
経
費
も
、
環
境
へ
の
負
荷
も

軽
く
し
ま
し
ょ
う
！

「
京
都
市
認
定
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
」

登
録
で
エ
コ
化
を
Ｐ
Ｒ
！

　

イ
ベ
ン
ト
の
エ
コ
化
に
取
り

組
む
主
催
者
を
応
援
す
る
た
め

に
「
京
都
市
認
定
エ
コ
イ
ベ
ン

ト
」
登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
ノ
ボ
リ
や
ロ
ゴ
を
使
っ
て
、

主
催
者
の
取
組
を
参
加
者
に
分

か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま

す
。

賢
く
使
お
う
！
「
リ
ユ
ー
ス
食

器
」
助
成
金
制
度

　

イ
ベ
ン
ト
か
ら
出
る
ご
み
を

減
ら
す
特
効
薬
と
な
る
「
リ

ユ
ー
ス
食
器
＊
」
を
広
め
る
た

め
、
導
入
費
用
に
対
す
る
助
成

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

＊�

リ
ユ
ー
ス
食
器
と
は
、
使
い

捨
て
で
は
な
く
洗
う
こ
と
に

よ
り
、
繰
り
返
し
何
度
も
使

え
る
食
器
の
こ
と
。

対
象
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

　

自
治
体
・
町
内
会
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
学
校
な
ど
の
団
体
が
、
市

内
で
開
催
し
、
リ
ユ
ー
ス
食
器

を
使
っ
て
100
食
以
上
の
飲
食
品

を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト　

＊�

京
都
市
認
定
エ
コ
イ
ベ
ン
ト

へ
の
登
録
が
必
要

助
成
内
容

　

リ
ユ
ー
ス
食
器
導
入
費
用
の

２
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）

助
成
対
象

　

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ
ル

費
用
の
ほ
か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
人
件
費
、
食
器
洗
浄
機

な
ど
の
レ
ン
タ
ル
費
用
（
た
だ

し
、
食
器
の
破
損
や
紛
失
に
伴

う
補
償
金
は
対
象
外
）

助
成
申
請

　

申
請
受
付
は
原
則
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
開
催
日
の
２
週
間
前
ま

で分
別
リ
ユ
ー
ス
ご
み
箱
で
し
っ

か
り
分
別
！

　

イ
ベ
ン
ト
で
の
ご
み
の
分
別

を
推
進
し
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

の
環
境
意
識
を
高
め
る
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
分
別
リ
ユ
ー
ス

ご
み
箱
の
貸
出
し
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

問�

合
せ　
北
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　

☎
366-

０
１
５
５

食育セミナーのお知らせ
旬野菜でバランスクッキング

　６月は、食育月間です。色鮮やかな夏の旬野菜を使っ
て、バランスの取れた献立を一緒に作ってみませんか。
　毎日の食事バランスについて、一緒に見直してみま
しょう。
日　時　６月８日（水）午前 10 時～午後０時 30 分
　　　　（受付：午前９時 45 分～）
場　所　北保健センター　栄養実習室
内　容　�講話「京・食事バランスガイド」のお話
　　　　調理実習・試食・交流
参加費　500 円
持ち物　�エプロン・三角巾（スカーフなど）
　　　　手ふきタオル
対　象　18 歳以上の北区在住の方
☆料理初心者の方もお気軽にご参加ください☆
定　員　24 人（先着順）
申込み　５月 23 日（月）からお電話または窓口にて
問合せ　健康づくり推進課　成人保健・医療担当
　　　　☎ 432-1438

•••••
•••••
•••••
•••••
•••••
•••••
•••••
•••••
•••••
•••••
•••••

カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
貸
し

出
し
ま
す
！

　

ご
み
を
出
し
た
後
に
、
カ
ラ

ス
な
ど
に
ご
み
袋
を
破
か
れ

て
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

市
で
は
、
カ
ラ
ス
や
風
な
ど

に
よ
る
ご
み
の
散
乱
被
害
防
止

の
た
め
に
、
市
が
収
集
す
る
家

年
５
月
３
日
に
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
に
「
憲
法
記

念
日
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

区
で
は
、
５
月
の
憲
法
月
間
に
、

街
頭
啓
発
な
ど
す
べ
て
の
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

問�

合
せ　
地
域
力
推
進
室
ま
ち

づ
く
り
担
当☎

432-

１
２
０
８

り
の
推
進

・‌�「
ニ
コ
ニ
コ
北
っ
子
事
業
」

の
推
進

・‌�「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」
の
推

進
・‌�「
安
心
安
全
の
ま
ち
」
の
推

進
・
地
域
防
災
力
の
向
上

・
区
民
ふ
れ
あ
い
事
業
の
実
施

基
本
方
針
２

「
チ
ー
ム
北
区
」
で
進
め
る
ま

ち
づ
く
り

・‌�「
未
来
に
つ
な
が
る
区
民
会

議
」
の
創
設
及
び
「
地
域
代

表
者
会
議
」
の
設
置

・‌�

地
域
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

づ
く
り

・‌�「
だ
い
す
き
っ
！
京
都
。
寄

付
金
」
の
利
用
拡
大

基
本
方
針
３

未
来
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

を
支
え
る
職
員
力
の
向
上
と
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・‌�

全
庁
〝
き
ょ
う
か
ん
〟
実
践

運
動
の
推
進

・
市
民
応
対
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・‌�

保
険
料
な
ど
の
適
正
・
公
平

な
賦
課
と
徴
収
率
の
向
上

・‌�

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

意
識
の
徹
底

・
適
正
な
業
務
執
行
の
徹
底

・‌�「
真
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
の
推
進

詳
し
く
は
、
北
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問‌�

合
せ　
地
域
力
推
進
室
企
画

担
当　
　

☎
432-

１
１
９
９

　
平
成
28
年
度

�
北
区
運
営
方
針
策
定
　

　

北
区
役
所
で
は
、
今
年
度
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
、
事
業

な
ど
を
ま
と
め
た
「
平
成
28
年

度
北
区
運
営
方
針
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

北
区
基
本
計
画
の
後
期
５
年

間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し

た
「
北
区
民
つ
な
が
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
掲
げ
る
３
つ
の
目
標

（
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
・
全
18
学
区
に
お
け
る
学

区
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
）
の
実
現

に
向
け
、「
つ
な
が
る
・
つ
な

げ
る
（
Ｌリ

ン

ク

ｉ
ｎ
ｋ
北
区
）」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
子
育
て
世
代

や
大
学
生
、
シ
ニ
ア
世
代
な
ど
、

幅
広
い
地
域
住
民
が
参
画
し
た

「
チ
ー
ム
北
区
」
で
「
自
分
ご
と
」

「
み
ん
な
ご
と
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
目
標
の
実
現
に
向
け

て
は
、
北
区
の
資
源
（
自
然
・

ま
ち
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

特
に
事
業
推
進
の
過
程
を
重
視

し
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
共
汗

の
下
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
発
掘
や
、
地
域
の
皆
さ

ま
と
区
役
所
や
地
域
の
皆
さ
ま

同
士
の
新
た
な
〝
つ
な
が
り
〟

を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
１

「
自
分
ご
と
」「
み
ん
な
ご
と
」

で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

・‌�「
自
分
ご
と
」「
み
ん
な
ご
と
」

の
ま
ち
づ
く
り
の
応
援

・‌�「
Ｗ
Ａ
（
わ
）
の
こ
こ
ろ
」

が
息
づ
く
ま
ち
の
推
進

・‌�

北
部
山
間
地
域
の
ま
ち
づ
く

粗品
プレゼント


